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抄 録

ゲンゴロウモド牛の1種(DutJ'scuamargEnLZlJ'8)

の警戒物文としての脊椎動物ホルモン

Ein Wirbeltierhormon als Wehrstoffdes

Gelbrandkafers (Dytiscus mayginalfs) H.

Schildknecht,R.Siewerdtu.U.Mashwitz,

Angew.Chem.78,392(1966).

この甲虫の耶戚物円をキャビラ))一巾で結晶化(mp.

=135-140o),あるいは相同クロマトグラフで椛製し

た.2,4-Dinitrophenylhydrazonの生成,紫外およ

び赤外線吸収 スペクトルから a.β一不飽和ケトンと郡
2のケトン基の存在がわかり,円二色性吸収からステ

ロイドジケトン (AL3-および 20-Ketosteroid)が結

納された.C-20のケトン益は赤外吸収 1693cm11に

何周されるが,3475cm -1の吸収をもつ水酸益と水菜

結合をしている.これらの結射ますべてALPregnen-

3.20-dion-21-01-(1)(ll-Desoxycorticosteronある

いはCortexon)と一致する.

0

0-H
H ＼

C 0
/＼l- / ＼/lI I/＼l/＼/＼/

･＼･し/

市販のCortexonおよびその Acetatと,天然物お

よびその Acetatとはそれぞれ完全に同定された.

Cortexonは脊椎動物の無機質 コルチコイドホルモン

であるから,これが甲虫の作用物Tiであることは粥味

深い.乎Ju-･迅なら数千の牛の別田からしか叩耶されない

ような虫,すなわち 0.4mgほどものものホルモンを

このfTT虫は分さ必するから.刑托動物の Na-K-収支が
鋭TJRに妨召されるわけである.叩山分卓抜物を餌に投与

すると粒時TIT'Jのうちに搾く麻酔される.rr7虫自身に対

しては何ら作用がない.

(冨田一郎)
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